
 

尼崎市立小田北中学校 

誇れる小田北中学校のルール 
 

１学期に行われた学級討議から始まり、生徒総会ではいくつかの意見が出され

ました。その中で、学校のルールに関する靴下、髪止め、制服の取り扱いについて

の要望があり、新たなルールの改定に向けてどうすべきか考えて来ました。生徒会

執行部や風紀委員会、学級での話し合いを経て下記のような改定案と注意点にな

りました。学校のルールは、守ることで社会性が培われ、将来皆さんが大人になっ

た時に柔軟に対応できる力を養うためにあります。皆さんが常識的な感覚を身に

付けるために少しでも役立ってくれることを願っています。 

 

靴下 

現行 白無地。 

改定案 

 

  白、黒、紺、グレーの無地。 

  （ワンポイントは可。） 

注意点 

 

  単色。左右を合わせる。ワンポイントは５００円玉程サイズまで。 

チャームなどは不可。 

 

髪留め 

現行 黒ピン。 

改定案 

 

  黒、紺、茶で無地のピンかパッチン留め。 

  （６ｃｍ程度の長さまで。） 

注意点 

 

  単色。チャームなどは不可。 

星やハートなどの装飾的な形をしたものは不可。 

 

制服 

現行 女子は中間服、冬服の時はベストを着用する。 

改定案 

 

  カッターシャツかポロシャツを着用し、ブレザー、ベスト、学ラン 

は自分で選択する。 

注意点 

 

  カッターシャツとポロシャツの重ね着は不可。 

  セーターでの登下校は可。 

 

現行 防寒着として、薄橙色ストッキングを許可する。 

改定案 

 

  薄橙、黒で無地のストッキング、タイツ、レギンスを許可する。 

注意点 

 

  単色。ワンポイントは５００円玉程サイズまで。 

チャームなどは不可。レギンスの場合は靴下も履く。 

 



 

令和５年２月１３日 

放送朝礼【風紀委員長 アナウンス原稿】 

 

全校生の皆さん、おはようございます。風紀委員長の中島です。 

 

生徒総会で出た学校のルールに関する靴下、髪留め、制服の取り扱いについて、どう改定す

るべきかこれまで考えて来ました。生徒会執行部や風紀委員会、学級での話し合いを経て以下

のような改定案と注意点になりましたので、連絡します。学校のルールは、守ることで社会性

が培われ、将来皆さんが大人になった時に柔軟に対応できる力を養うためにあります。皆さん

が常識的な感覚を身に付けるために少しでも役立ってくれることを願っています。 

 

 先程配られた生徒会新聞を見てください。 

 

では、まず靴下です。改定案は『白、黒、紺、グレーの無地。ワンポイントは可。』です。注意点

は『単色。左右を合わせる。ワンポイントは５００円玉程サイズまで。チャームなどは不可。』とし

ます。 

 

次に髪留めです。改定案は『黒、紺、茶で無地のピンかパッチン留め。６ｃｍ程度の長さまで。』

です。注意点は『単色。チャームなどは不可。星やハートなどの装飾的な形をしたものは不可。』

とします。 

 

最後に制服についてです。改定案は『カッターシャツかポロシャツを着用し、ブレザー、ベスト、

学ランは自分で選択する。』です。注意点は『カッターシャツとポロシャツの重ね着は不可。そし

て、学級討議での皆さんからの意見も踏まえ、セーターでの登下校は許可する。』となりました。 

後、皆さんの意見から制服についてはもう一つあります。改定案は『薄橙、黒で無地のストッキ

ング、タイツ、レギンスを許可する。』です。注意点は『単色。ワンポイントは５００円玉程サイズま

で。チャームなどは不可。レギンスの場合は靴下も履く。』となりました。 

 

 学級討議では、色やワンポイントの大きさを自由にして欲しい。靴下は柄でラインが入ってい

るものや、レースが付いているものも許可して欲しいなど、様々な意見が出されました。生徒

会執行部では、学校生活に必要性があるかどうかで検討した結果、先程の改定案と注意点に

なりましたので、ご協力をお願いします。 

 

 つきましては、本日より３学期いっぱいを新たな学校のルール試行期間とします。試行期間

を経て、皆さんの学校生活がより良くなったルールに関しては正式導入へと進めて行こうと思

います。しかし、皆さんにとって良くないと判断されたルールに関しては今まで通りに戻すと

いうこともありますので、一人一人が責任を持った行動を取ってください。新しいルールに関

しては廊下にも掲示していますので、しっかりと見ておいてください。 

 

これで連絡を終わります。 


